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１．はじめに  

 当社では，高圧噴射攪拌工法(JETCRETE，以下 JC と

する)による合理的な設計提案を目的として，改良体の

強度特性ﾃﾞｰﾀの収集・分析に取り組み，一軸圧縮強度と

変形係数・引張り強度・せん断強度の相関性を把握して

きた 1)2)．しかし，付着強度特性(一軸圧縮強度と付着強

度の関係)については，ｿｲﾙﾐｷｼﾝｸﾞｳｫｰﾙ(以下 SMW とす

る)の付着強度特性 3)を引用して，設計値を設定している．

SMW の付着強度は，鋼棒押込み試験及び鋼棒引抜き試

験より得た結果である．そこで，今回は JC の付着強度

特性の把握を目的とし，造成した改良土及び原位置土に

て室内で作製した改良土を用い，せん断強度試験及び付

着強度試験を行った．本報告は，その結果を報告するも

のである．

２．試験概要（表 2.1 参照）

(1)目的及び概要 

i. 試料の違いによる強度特性の影響の把握

 付着強度試験に先立って試料の違いによる強度

特性の影響を把握するため，一面せん断試験機を用

いて，せん断強度試験を実施し，試料毎のせん断強

度特性値の比較を行った．供試体作製試料は，①原

位置土にて室内で作製した改良土(以下原位置土と

する)，②JC 改良体の造成直後に採取した固化前の

改良土(以下未固結土とする) ，③固化後の改良土

(以下改良体ｺｱとする)を用いた．

ii. 付着強度特性

 付着強度試験は，今後拘束圧の依存性を把握する

ことを考慮し，一面せん断試験機を用いた．付着強

度は，各材料(ｺﾝｸﾘｰﾄ，鋼材)と改良土の付着面をせ

ん断させることで調べた．試験時の圧密応力は一面

せん断試験機の最小値(10kN/㎡)で実施し，付着強

度は，最大載荷荷重を各材料の付着面積で除したも

のとした．供試体作製試料は，原位置土，未固結土

を用いた．

(2)供試体作製方法

i. 試料の違いによる強度特性の影響の把握

 一面せん断供試体作製容器(φ60mm×H20mm)
に固化前の各試料(原位置土，未固結土)を充填する

ことで作製した．改良体ｺｱの供試体は，ｺｱｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ

したｺｱをφ60mm×H20mm の供試体に成形した．

ii. 付着強度特性

 先に一面せん断供試体作製容器にφ60mm×

H10mm に成形された材料(ｺﾝｸﾘｰﾄ，鋼材)を設置，

次に材料が設置された容器に固化前の試料(原位置

土，未固結土)を充填し,φ60mm×H20mm の供試

体を作製した．

３．試験結果 

(1) 試料の違いによる強度特性の影響の把握(一軸圧縮 

  強度とせん断強度の相関性) 

 図 3.1 に一軸圧縮強度 quとせん断強度τの関係を示

す．改良体ｺｱの回帰直線は，τ � 0.30 ∙ �� ��� 	
⁄ �に
対し，原位置土の回帰直線が	τ � 0.33 ∙ �� ��� 	
⁄ �	，
未固結土の回帰直線が	τ � 0.27 ∙ �� ��� 	
⁄ �の関係と

なった．未固結土の回帰直線と原位置土の回帰直線は, 
表 2.1 試験概要
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改良体ｺｱとほぼ同等な傾向を示した．このことから，改良

体の強度特性は供試体を作製する試料には影響されない

と考えられる．

(2)付着強度特性（一軸圧縮強度と付着強度の相関性） 

i. 付着強度特性

 図 3.2 に一軸圧縮強度と付着強度の関係を示す．ｺ

ﾝｸﾘｰﾄと改良土(未固結土・原位置土共に)との付着強

度の回帰直線は，f � 0.25 ∙ ����� 	
⁄ � ，鋼材と改良

土(未固結土・原位置土共に)との付着強度の回帰直線

は，f � 0.12 ∙ �� ��� 	
⁄ �の関係が得られ，ｺﾝｸﾘｰﾄは

鋼材と比べ，大きな強度特性を示す結果となった．

既往の SMW の付着強度は，丸鋼及び平鋼と改良土

との付着ﾃ ﾞ ｰ ﾀとなっており， 	f � 0.11～0.21 ∙
����� 	
⁄ �の関係を示している．

ii. 供試体付着面の状況 

 写真 1 に各材料と改良土の付着面状況を示す．ｺﾝ

ｸﾘｰﾄと鋼材の付着強度の違いの要因について，各材

料への改良土付着状況から，目視確認より考察した．

a ではｺﾝｸﾘｰﾄが付着しており，その理由は，鋼材より

粗度が高く，改良土と材質も同様だったことが考え

られる．それに対し，b では鋼材に改良土が付着おら

ず，その理由は，ｺﾝｸﾘｰﾄに比べ粗度が低く，改良土

と材質が異なったことが考えられる．これらのこと

より，ｺﾝｸﾘｰﾄとの付着強度特性が，鋼材との付着強

度特性より上回った要因の一つとして粗度の違いが

考えられる．  

４．まとめ  

 試験結果及び考察を以下に示す．

 3 種類の供試体作製試料（改良体ｺｱ・未固結土・原

位置土）の違いによる，一軸圧縮強度とせん断強度

の関係の影響はない． 

 異なる試験方法ではあるが，改良土と鋼材の付着強度特性は，既往の SMW の付着強度特性と同等であった． 

 ｺﾝｸﾘｰﾄとの付着強度特性が鋼材との付着強度特性を上回ったのは，材料の粗度が高く，ｺﾝｸﾘｰﾄと改良土の材

質が同様で付着しやすいことが要因の一つとして考えられる． 

 各材料の付着強度のﾃﾞｰﾀ数が少ないため，今後もﾃﾞｰﾀ蓄積・分析を行い，強度特性の妥当性を確認していく． 
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 図 3.1 一軸圧縮強度とせん断強度の関係

 図 3.2 一軸圧縮強度と付着強度の関係

a.ｺﾝｸﾘｰﾄと改良土     b.鋼材と改良土

       写真 1 付着面状況

既往 SMW
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